
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ３００２ 

令和５年度 食品加工科 

 

教科 農業 科目 食品製造 単位数 １単位 年次 １年次 

使用教科書 食品製造（実教出版） 

副教材等  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

食品製造にたずさわる者は、食についての加工法、貯蔵法、栄養成分、衛生、包装技術について興

味を持って学んで科学的に理解し、食品を扱う基礎技術を身につけることが求められています。そ

の第一歩として、食品製造について基礎的なことを学びます。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

・食品製造について体系的・系統的に理解するとともに，関連する基礎的な技術を身に付けるよう

にする。 

・食品製造に関する課題を発見し，農業や農業関連産業に携わる者として合理的かつ創造的に解決

する力を養う。 

・食品製造について生産性や品質の向上につながるよう自ら学び，農業の振興や社会貢献に主体的

かつ協働的に取り組む態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

プロジェクト学習に通ずる

食または食品製造に関する

基礎的な知識を理解すると

ともに、それに関連する基

礎的な技術を身につけてい

る。 

食または食品製造に関するさ

まざまな課題を発見し、食品

の安全性や環境への配慮など

の職業人の倫理観をもって、

科学的に考察し、よりよい方

法を導き出し、表現できる。 

日常生活にかかわる、食また

は食品製造について興味・関

心を持ち、意欲的に探究しよ

うとするとともに、食の役割

や多様性を常に意識し、科学

的な捉え方を身につけようと

している。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 
単元名 学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

1

学

期 

食品製造の

意義と動向 

 

・食品製造の目的 

 食生活と食品製造 

   

・食品産業の役割 

  食品産業の動向と

課題 

・食品の分類 

  食品の分類法 

 

a: 食品製造の目的、食品

産業の動向、食品の分類

を理解している 

b:食品産業の現状と動向

に関する課題を発見、考

察することができる。 

c: 日本の食品産業の特

色、食品製造の目的、日

本の食文化に関して興味

を持ち意欲的に学ぼうと

している。 

小テスト 

定期考査 

課題 

レポート 

小テスト 

定期考査 

発表 

課題 

ノート 

学習状況 

発表 

２ 

学
期 

食品の変質と

貯蔵 

食品の変質とその原因 

 生物的要因 

 物理・化学的要因 

 

・食品の貯蔵法 

 乾燥貯蔵 

低温貯蔵 

 空気組成の調節によ

る貯蔵 

その他の貯蔵法 

a: 食品の変質の原因や

食品の各々の貯蔵法につ

いて説明できる。 

b: 食品の変質の原因を

知り、その原因を除くた

めの適切な貯蔵方法を探

し、より良い方法を考え

ることができる。 

c: 食品の変質の原因に

興味を持ち、その上で、

食品の貯蔵法について意

欲的に学ぼうとしてい

る。 

小テスト 

定期考査 

課題 

レポート 

小テスト 

定期考査 

発表 

課題 

ノート 

学習状況 

発表 

3 

学

期 

食品の包装 

 

 

 

・食品包装の目的と種

類 

・食品包装材料 

・食品包装形態と包装

技術 

a: 食品包装の原理や技

術・包装材料の違いを理

解している。 

b: 食品包装の意義や方

法について考察し、適切

な食品包装材料を選択す

ることができる。 

c: 食品の包装、食品に関

わる法規に関心をもち、

意欲的に学ぼうとしてい

る。 

小テスト 

定期考査 

課題 

レポート 

小テスト 

定期考査 

発表 

課題 

ノート 

学習状況 

発表  

 

※ 表中の観点について a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度        

 


